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○
東
京
都
廃
棄
物
規
則
（
平
成
五
年
東
京
都
規
則
第
十
四
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

総
則(

第
一
条
・
第
二
条)

第
一
章

総
則(

第
一
条
・
第
二
条)

第
二
章

産
業
廃
棄
物
の
処
理(

第
三
条
―
第
十
四
条
の
二)

第
二
章

産
業
廃
棄
物
の
処
理(

第
三
条
―
第
十
四
条)

第
三
章

手
数
料(

第
十
五
条
―
第
十
七
条)

第
三
章

手
数
料(

第
十
五
条
―
第
十
七
条)

第
四
章

産
業
廃
棄
物
処
理
業(

第
十
八
条
―
第
二
十
九
条)

第
四
章

産
業
廃
棄
物
処
理
業(

第
十
八
条
―
第
二
十
九
条)

第
五
章

雑
則(

第
三
十
条
―
第
三
十
五
条)

第
五
章

雑
則(

第
三
十
条
―
第
三
十
五
条)

附
則

附
則

第
一
条
及
び
第
二
条

（
現
行
の
と
お
り
）

第
一
条
及
び
第
二
条

（
略
）

（
事
業
者
の
産
業
廃
棄
物
処
理
計
画
）

第
三
条

条
例
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る

計
画
（
以
下
「
産
業
廃
棄
物
処
理
計
画
」
と
い
う
。
）
は
、
産
業
廃
棄
物
の

処
理
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本

計
画
」
と
い
う
。)

及
び
そ
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
各
年
度
の
産
業
廃
棄

物
の
処
理
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
実
施
計
画(

以
下
「
実
施
計
画
」
と
い

う
。)

と
し
、
基
本
計
画
は
五
年
ご
と
に
、
実
施
計
画
は
年
度
ご
と
に
作
成
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す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
そ
れ
ぞ
れ

定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

産
業
廃
棄
物
の
発
生
量
及
び
処
理
量
の
見
込
み

二

産
業
廃
棄
物
の
減
量
に
関
す
る
事
項

三

産
業
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
に
関
す
る
事
項

四

産
業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

五

産
業
廃
棄
物
の
管
理
体
制
に
関
す
る
事
項

３

前
二
項
の
基
本
計
画
又
は
実
施
計
画
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
計
画
に
つ
い
て
変
更
後
の
計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
変
更
後
の
計
画
の
期
間
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
計

画
の
期
間
か
ら
計
画
の
変
更
の
時
ま
で
の
経
過
期
間
を
除
い
た
も
の
と
す
る

。
（
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
の
選
任
等
）

第
四
条

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す

る
計
画
の
作
成
は
、
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
の
意
見
を
聴
い
て
行
わ
な
け

（
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
の
選
任
等
）

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
の

２

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
の
選
任

選
任
は
、
当
該
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
権

は
、
当
該
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
権
限
を

限
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を

有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
有
す

有
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
も
の
の
う
ち
か
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

前
項
の
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
は
、
当
該
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
産

３

前
項
の
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
は
、
当
該
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
産

業
廃
棄
物
の
減
量
の
た
め
の
取
組
及
び
処
理
の
状
況
を
常
に
把
握
し
、
必
要

業
廃
棄
物
の
減
量
の
た
め
の
取
組
及
び
処
理
の
状
況
を
常
に
把
握
し
、
必
要

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
処
理
の
方
法
等
に
つ
い
て
改
善
の
た
め
の
措
置
を

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
処
理
の
方
法
等
に
つ
い
て
改
善
の
た
め
の
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
排
出
事
業
者
）

（
計
画
書
の
提
出
等
）

第
四
条

条
例
第
十
四
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お

第
五
条

条
例
第
十
四
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る

り
と
す
る
。

と
お
り
と
す
る
。

一

日
本
標
準
産
業
分
類
（
平
成
十
四
年
総
務
省
告
示
第
百
三
十
九
号
）
に

一

日
本
標
準
産
業
分
類
（
昭
和
五
十
九
年
行
政
管
理
庁
告
示
第
二
号
）
に

い
う
建
設
業
を
営
ん
で
い
る
者
で
あ
っ
て
資
本
金
が
三
億
円
を
超
え
る
も

い
う
建
設
業
を
営
ん
で
い
る
者
で
あ
っ
て
資
本
金
が
五
億
円
以
上
の
も
の

の

二

日
本
標
準
産
業
分
類
に
い
う
製
造
業
を
営
ん
で
い
る
者
で
あ
っ
て
従
業

二

日
本
標
準
産
業
分
類
に
い
う
製
造
業
を
営
ん
で
い
る
者
で
あ
っ
て
従
業

員
数
が
三
百
人
以
上
の
工
場
を
都
内
に
有
す
る
も
の

員
数
が
三
百
人
以
上
の
工
場
を
都
内
に
有
す
る
も
の

三

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
一
条
の
五
第
一
項
に

三

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
一
条
の
五
第
一
項
に

規
定
す
る
病
院
（
病
床
数
が
三
百
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
を
営
ん
で
い

規
定
す
る
病
院
を
営
ん
で
い
る
者

る
者

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
者

四

前
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
多
量
の
産
業
廃
棄
物
を
生
ず
る
事

業
場
を
設
置
し
て
い
る
事
業
者
そ
の
他
の
事
業
者
で
知
事
が
必
要
と
認
め

る
も
の

２

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
計
画
に
係
る
計
画
書
の
提
出
は
知
事
が

指
定
す
る
年
の
九
月
三
十
日
ま
で
に
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
基
本
計
画

の
変
更
に
係
る
計
画
書
の
提
出
は
当
該
計
画
を
変
更
し
た
日
か
ら
三
十
日
以

内
に
、
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。



- 4 -

３

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
実
施
計
画
に
係
る
計
画
書
の
提
出
は
毎
年
六

月
三
十
日
ま
で
に
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
実
施
計
画
の
変
更
に
係
る
計

画
書
の
提
出
は
当
該
計
画
を
変
更
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
別
に
定
め

る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

４

条
例
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
の
選
任

の
届
出
は
、
そ
の
選
任
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
産
業
廃
棄
物
管
理
責

任
者
選
任
届(

別
記
第
一
号
様
式)

に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
排
出
事
業
者
に
よ
る
報
告
）

第
五
条

条
例
第
十
四
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

事
業
場
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
処
理
の
概
要

二

産
業
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
な
処
理
に
係
る
管
理
体
制
に
関
す
る
次

に
掲
げ
る
事
項

イ

産
業
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
な
処
理
に
係
る
経
営
上
の
方
針

ロ

産
業
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
な
処
理
に
係
る
総
括
的
な
責
任
を
担

う
組
織
の
設
置
及
び
取
組
の
状
況

ハ

産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
の
役
職
及
び
役
割

ニ

従
業
者
の
教
育
訓
練
の
実
施
状
況

ホ

産
業
廃
棄
物
処
理
に
係
る
監
査
の
実
施
状
況

三

関
連
事
業
者
（
子
会
社
、
下
請
事
業
者
、
特
定
排
出
事
業
者
に
定
期
的

に
物
品
等
を
納
入
す
る
者
等
を
い
う
。
）
に
対
す
る
産
業
廃
棄
物
の
減
量
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及
び
適
正
な
処
理
の
普
及
、
支
援
等
の
取
組
事
項

四

産
業
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
な
処
理
に
係
る
情
報
の
発
信
に
係
る
取

組
事
項

五

産
業
廃
棄
物
の
発
生
か
ら
最
終
処
分
が
終
了
す
る
ま
で
の
一
連
の
処
理

の
行
程
に
お
い
て
、
処
理
を
委
託
し
た
産
業
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を
確

保
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

産
業
廃
棄
物
の
処
理
の
委
託
先
を
選
定
す
る
と
き
に
確
認
し
て
い
る

事
項

ロ

産
業
廃
棄
物
の
処
理
の
過
程
に
お
い
て
当
該
産
業
廃
棄
物
に
関
し
て

確
認
し
て
い
る
事
項

ハ

産
業
廃
棄
物
の
処
理
の
委
託
に
係
る
費
用
の
支
払
い
方
法

ニ

委
託
契
約
締
結
後
に
お
い
て
、
委
託
先
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
を
行
い
得
る
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
判
断
す
る
た
め
に

確
認
し
て
い
る
事
項

六

産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
伴
う
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
の
取
組

事
項

七

産
業
廃
棄
物
の
再
生
状
況

八

再
生
資
源
の
利
用
状
況

２

条
例
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
年
四
月
一
日
現
在
の

状
況
を
そ
の
年
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。

３

条
例
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
の
方
法
そ
の
他
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必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
意
見
陳
述
の
機
会
の
付
与
）

第
五
条
の
二

条
例
第
十
四
条
第
六
項
の
意
見
を
述
べ
、
証
拠
を
提
示
す
る
機

会
（
以
下
「
意
見
陳
述
の
機
会
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
そ
の
方
法
は
、
知

事
が
口
頭
で
す
る
こ
と
を
認
め
た
場
合
を
除
き
、
意
見
及
び
証
拠
を
記
載
し

た
書
面
（
以
下
「
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

知
事
は
、
勧
告
を
受
け
た
者
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者
に
対
し
意
見
陳

述
の
機
会
を
与
え
る
と
き
は
、
意
見
書
の
提
出
期
限
（
口
頭
に
よ
る
意
見
陳

述
の
機
会
の
付
与
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
日
時
）
ま
で
に
相
当
な
期
間
を

お
い
て
、
当
該
勧
告
を
受
け
た
者
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者
に
対
し
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一

公
表
し
よ
う
と
す
る
内
容

二

公
表
の
根
拠
と
な
る
条
例
の
条
項

三

公
表
の
原
因
と
な
る
事
実

四

意
見
書
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限
（
口
頭
に
よ
る
意
見
陳
述
の
機
会
の

付
与
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
旨
並
び
に
出
頭
す
べ
き
日
時
及
び
場
所
）

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
（
以
下
「
当
事
者
」
と
い
う
。
）

又
は
そ
の
代
理
人
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
に
は
、
知
事
に
対

し
、
意
見
書
の
提
出
期
限
の
延
長
又
は
出
頭
す
べ
き
日
時
若
し
く
は
場
所
の

変
更
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
又
は
職
権
に
よ
り
、
意
見
書
の
提
出
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期
限
を
延
長
し
、
又
は
出
頭
す
べ
き
日
時
若
し
く
は
場
所
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

５

知
事
は
、
当
事
者
に
口
頭
に
よ
る
意
見
陳
述
の
機
会
を
与
え
た
と
き
は
、

当
事
者
又
は
そ
の
代
理
人
の
陳
述
の
要
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
作
成
す
る
も

の
と
す
る
。

６

代
理
人
は
、
そ
の
代
理
権
を
証
す
る
書
面
を
、
意
見
書
の
提
出
期
限
又
は

出
頭
す
べ
き
日
時
ま
で
に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

知
事
は
、
当
事
者
又
は
そ
の
代
理
人
が
正
当
な
理
由
な
く
意
見
書
の
提
出

期
限
内
に
意
見
書
を
提
出
せ
ず
、
又
は
出
頭
す
べ
き
日
時
に
口
頭
に
よ
る
意

見
陳
述
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
条
例
第
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公

表
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
に
よ
る
報
告
）

第
五
条
の
三

条
例
第
十
四
条
の
二
第
一
項
（
条
例
第
十
四
条
の
四
第
一
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
則
で
定

め
る
者
は
、
事
業
の
範
囲
に
積
替
え
又
は
保
管
を
含
む
者
と
す
る
。

２

条
例
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
六
月
と
す
る
。

３

条
例
第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
六
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
と
す
る
。

一

産
業
廃
棄
物
の
運
搬
を
受
託
し
た
契
約
の
件
数

二

産
業
廃
棄
物
の
運
搬
に
使
用
し
た
車
両
の
延
べ
台
数

三

主
た
る
運
搬
先
の
施
設
の
所
在
地
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四

積
替
え
又
は
保
管
の
場
所
の
現
況

五

積
替
え
又
は
保
管
の
場
所
の
使
用
開
始
時
刻
及
び
使
用
終
了
時
刻

六

次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
産
業
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
実
現
に
向
け

た
取
組
内
容

イ

従
業
者
の
教
育
訓
練
の
状
況

ロ

処
理
に
係
る
情
報
の
公
開
状
況

４

条
例
第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
同
項
第
五
号
ロ

及
び
ニ
並
び
に
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
事
項
に
つ
い
て
は
月
ご
と
に
集

計
し
た
量
を
、
同
条
第
一
項
第
五
号
ハ
の
事
項
に
つ
い
て
は
毎
月
末
の
保
管

量
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

５

条
例
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
四
月
一
日
か
ら
九

月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
、

十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は

同
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

６

条
例
第
十
四
条
の
二
第
二
項
及
び
第
四
項
（
条
例
第
十
四
条
の
四
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
表
の
方
法
そ
の
他

必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

７

前
条
の
規
定
は
、
条
例
第
十
四
条
の
二
第
五
項
（
条
例
第
十
四
条
の
四
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
意
見
を
述
べ
、
証
拠
を
提
示

す
る
機
会
に
お
け
る
そ
の
方
法
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
前
条
第
七
項
中
「
第
十
四
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
十
四
条
の
二

第
四
項
（
条
例
第
十
四
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
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）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
に
よ
る
報
告
）

第
五
条
の
四

条
例
第
十
四
条
の
三
第
一
項
（
条
例
第
十
四
条
の
四
第
二
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
則
で
定

め
る
期
間
は
、
六
月
と
す
る
。

２

条
例
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
九
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
と
す
る
。

一

産
業
廃
棄
物
の
処
分
を
受
託
し
た
契
約
の
件
数

二

処
分
を
行
う
に
当
た
り
、
産
業
廃
棄
物
の
受
入
れ
に
使
用
さ
れ
た
車
両

の
延
べ
台
数

三

処
分
後
の
産
業
廃
棄
物
の
持
ち
出
し
に
使
用
さ
れ
た
車
両
の
延
べ
台
数

四

主
た
る
持
出
先
の
施
設
の
所
在
地

五

処
分
を
行
う
施
設
の
現
況

六

処
分
を
行
う
施
設
の
使
用
開
始
時
刻
及
び
使
用
終
了
時
刻

七

次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
産
業
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
実
現
に
向
け

た
取
組
内
容

イ

従
業
者
の
教
育
訓
練
の
状
況

ロ

処
理
に
係
る
情
報
の
公
開
状
況

３

条
例
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
同
項
第
六
号
か

ら
第
八
号
ま
で
及
び
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
事
項
に
つ
い
て
は
、

月
ご
と
に
集
計
し
た
量
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。
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４

条
例
第
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
四
月
一
日
か
ら
九

月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
、

十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は

同
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

５

条
例
第
十
四
条
の
三
第
二
項
（
条
例
第
十
四
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
条
例
第
十
四
条
の
二
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
の
方

法
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

６

第
五
条
の
二
の
規
定
は
、
条
例
第
十
四
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
条
例
第
十
四
条
の
二
第
五
項
の
意
見
を
述
べ
、
証
拠
を
提
示
す
る
機
会
に

お
け
る
そ
の
方
法
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
の

二
第
七
項
中
「
第
十
四
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
十
四
条
の
三
第
二

項
（
条
例
第
十
四
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
条
例
第
十
四
条
の
二
第
四
項
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

第
六
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で

（
略
）

（
廃
棄
物
の
処
理
に
関
連
す
る
法
令
）

第
十
四
条
の
二

条
例
第
二
十
条
の
二
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
法
令
は
、

法
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
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二

建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年

法
律
第
百
四
号
）

三

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）

四

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

八
十
七
号
）

第
十
五
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

第
十
五
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で

（
略
）

（
指
定
の
取
消
し
）

（
指
定
の
取
消
し
）

第
二
十
六
条

（
現
行
の
と
お
り
）

第
二
十
六
条

（
略
）

２

（
現
行
の
と
お
り
）

２

（
略
）

３

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
行
っ
た
と
き
は
、
当

該
取
消
し
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で

（
略
）

別
記
第
一
号
様
式

（
略
）

別
記

第
１

号
様
式

削
除

別
記
第
二
号
様
式
か
ら
第
六
号
様
式
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

別
記
第
二
号
様
式
か
ら
第
六
号
様
式
ま
で

（
略
）
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別
記
第
八
号
様
式
か
ら
第
十
号
様
式
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

別
記
第
八
号
様
式
か
ら
第
十
号
様
式
ま
で

（
略
）
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別
記
第
十
三
号
様
式
か
ら
第
十
六
号
様
式
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

別
記
第
十
三
号
様
式
か
ら
第
十
六
号
様
式
ま
で

（
略
）
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別
記
第
十
八
号
様
式
か
ら
第
二
十
六
号
様
式
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

別
記
第
十
八
号
様
式
か
ら
第
二
十
六
号
様
式
ま
で

（
略
）


